
（
「
昭
和
二
十
年
前
後
の
思
い
出
」
平
成
七
年
八
月
執
祁
）

終
戦
、
戦
争
の
爪
跡

⑨
 

八
月
十
五
日
の
終
戦
の
日
は
、
後
出
市
瀬
IY
助
氏
の
証
言
に
よ
れ
ば
学
内
に

本
校
生
は
一
人
も
屈
な
か
っ
た
。
多
く
は
出
征
し
、
残
る
は
勤
労
動
且
に
従
事

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
終
戦
の
玉
音
放
送
を
叫
い
た
の
で
あ
っ
た
。
中
野
蒋

氏
（
昭
和
二
十
三
年
彫
刻
科
卒
）
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

五
十
年
前
の
八
月
十
五
日
、
私
逹
陸
軍
航
空
見
習
士
官
は
飛
行
場
の
隅
に

粘
列
し
て
、
突
然
の
玉
音
（
天
兒
陛
下
）
の
放
送
を
聴
い
て
い
た
。
当
時
は

真
空
管
ラ
ジ
オ
で
性
能
悪
く
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
か
ら
来
る
弥
い
北
風
に
吹
き

梢
さ
れ
、
ま
の
び
し
た
よ
う
な
独
特
の
抑
揚
を
つ
け
た
陛
下
の
店
が
、
途
切

れ
途
切
れ
に
流
れ
て
く
る
が
邸
味
不
明
で
あ

っ
た
。

列
ん
で
い
る
教
官
逹
の
た
だ
な
ら
ぬ
様
子
か
ら
、
何
か
非
祁
に
平
大
な
事

が
発
表
さ
れ
た
ら
し
い
。
然
も
隊
長
か
ら
一
言
も
な
く
解
散
と
な
り
、
私
辻

は
お
互
い
に
頻
を
見
合
せ
る
の
み
で
あ
っ
た
。
兵
舎
に
帰
っ
て
初
め
て
助
教

の
下
士
官
の

n
か
ら
、
ま
さ
か
と
思
っ
て
い
た
敗
戦
の
事
実
を
知
っ
た
。

当
時
私
は
北
海
迎
の
北
辺
、
宗
谷
郡
猿
払
村
の
浅
茅
野
に
宇
都
宮
陸
叩
航

空
士
官
学
校
か
ら
第
三
期
特
別
採
縦
見
刑
士
官
と
し
て
、
特
別
攻
柴
憾
の
訓

練
を
受
け
る
為
に
派
述
さ
れ
て
い
た
。
沼
任
と
同
時
に
即
、
実
戦
部
低
に
糾

入
さ
れ
、
実
戦
機
と
し
て
焦
＜
祐
ら
れ
た
通
称
「
赤
と
ん
ぼ
」
と
呼
ば
れ
て

い
た
錬
習
機
で
特
攻
の
最
後
の
訓
錬
に
明
け
春
れ
て
い
た
。
．．．

．．．．．．
．．． 

何
問

の
日
か
こ
の
訓
練
が
現
実
と
な
る
日
が
来
る
。
恐
ら
く
本
土
の
九
十
九
里
浜

に
米
軍
の
上
陸
作
戦
が
始
ま
っ
た
間
、
私
の
肉
体
は
五
十
kg
煤
弾
と
共
に
砕

け
散
る
。
辿
り
来
る
死
を
覚
悟
の
日
々
で
あ
っ
た
。

戦
争
は
多
く

の
卒
業
作
、
在
校
生
の
生
命
を
称
い
、
本
校
の
歴
史
に
も
大
き

な
爪
跡
を
残
し
た
。
戦
争
が
直
接
の
原
因
と
な

っ
て
死
去
し
た
人
で
現
在
ま
で

に
判
明
し
て
い
る
の
は
別
表
の

一
六
七
名
で
あ
る
。
卒
業
な
い
し
中
途
退
学
後

に
消
息
不
明
と
な

っ
た
人
々
も
多
い
か
ら
、
総
数
は
こ
れ
を
さ
ら
に
上
回
る
だ

ろ
う
。
な
お
、
こ
の
表
は
美
術
学
部
に
保
管
さ
れ
て
い
る

「
戦
死
者
屈
」
「
死

亡
利
、
退
学
願
認
」
「
各
科
生
徒
級
別
名
筋
」
、
平
成
四
年
度
版
『
同
窓
生
名

筋
』
お
よ
び
昭
和
五
十
二
年
日
本
放
送
出
版
協
会
発
行
『
祈
り
の
画
集
』
、

同

五
十
七
年
本
学
芸
術
資
料
館
主
催
戦
歿
美
術
学
生
作
品
展

H
録
等
を
参
考
に
し

て
作
成
し
た
。

本
校
の
戦
没
学
生
に
つ
い
て
は
『
き
け

年
、
東
京
大
学
出
版
部
）
に
佐
藤
孝
の
手
記
と
関
口
泊
の
絵
お
よ
び
手
記
が
収
録

さ
れ
、
特
に
関
口
の
、
宮
古
島
で
餓
死
す
る
寸
前
に
描
い
た
絵
は
戦
争
の
無
惨

さ
を
直
戟
に
表
し
て
人
の
胸
を
打
つ

。
昭
和
四
十
九
年
九
月
に
は

N
H
K
文
化

展
望

「
祈
り
の
両
集
」
が
放
映
さ
れ
、
こ
れ
を
発
端
と
し
て
日
本
放
送
出
版
協

会
図
古
編
集
部
と

N
H
K
教
祖
班
小
林
徹
お
よ
び
当
時
本
学
教
授
で
あ
っ
た
野

見
山
暁
治
、
社
人
の
宗
左
近
、
評
論
家
の
安
田
武
ら
に
よ
る
東
京
美
術
学
校
戦

没
者
の
調
壺
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
、

戦
没
匝
学
生
の
記

録
』
（
前
出
）
が
発
行
さ
れ
た
。
本
書
に
収
録
さ
れ
た
五
十
三
名
の
卒
業
生
、

在
校
生
の
追
作
や
資
料
、
取
材
記
は
深
い
追
悼
の
気
持
ち
と
、
こ
の
よ
う
な
恐

る
べ
き
過
ち
が
一

一度
と
繰
り
返
さ
れ
な
い
よ
う
祈
る
気
持
ち
を
強
く
訴
え
る
。

本
古
の
刊
行
を
契
機
に
、
同
じ
年
に
東
京
の
セ
ン
ト
ラ
ル
美
術
館
で
は
「
土口
春

の
菰
標
ー
ー
＇
戦
歿
両
学
生
の
追
作
展
」
が
開
か
れ
た
。
ま
た
、
同
五
十
七
年
九

月
に
は
本
学
芸
術
狡
料
館
で
も
、
芸
術
祭
（
学
困
祭
）
企
画
委
且
の
学
生
た
ち

『
祈
り
の
両
集

わ
だ
つ
み
の
こ
え
』
（
昭
和
一二
十
四
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I - —-
昭和年 姓 名 死亡月［l:卒棠1;;］[

I I 
—―戸―-1

12 益方与三郎 I 9 • 4 昭和 6師

松平 四 郎 i10. 9 I " s油
| 

砂川 勤 三 1 ]0. 19 1 /1 8図
I 

城 信 義 ll.41 //11油

死 亡

北支事変にて戦死

上面にて//

大場鎖にて II

上涌此山戦にて//

地 ほ か

山内 F 貝 1 ]2. 2 1 大正15油
！ 

新 川 太 郎 I12 ・ 2 . ""~-• 噛． ＾し

上悔戦線にて戦傷、陸軍病院にて死去

戦死

金谷与三郎 I ? I 
// 12塑 I”

（浜田）---=--I I -~ _I_ 
4.(lt) ！ ／／ 13ill, 1 

I 紐校生 I塚県にて戦死

13 川 西治 男

加 藤一也 ： 4• 22 !大正13師 北支にて//

汽塚与三松 7 • i // 9木 戦死I. I 
織 田 一 郎 |10. 6 1昭和 3漆 1 北支にて戦死

杉 油姿夫 i10 ・ 12 I // 11図 l湖北省にて//

---- - - 1 |＿ |_ 

14 佐伯義雄 s ・ 12 I 11 10漆 戦死

須 藤周雄 8. 24 // 11図 ノモ｀ノハソにて戦死

15 田中角治郎 4 ・ 21 I 11 12油

I 
研究生 中支にて戦死

-- -|―---
16 小 林紀存 4 ・ 13 I 11 15日 山西省にて戦死

鹿島 則 元 9. 25 I,, 13師 湖南省にて//

17 ；兵田研治 「 l.：9 i /／ 14日 ー マレーにて戦死

猪飼俊一 ！ l．19 /I I1 バタ ァソ半品にて//
I 

金 子孝信 1 5. 27 : ／/ 15日 宜昌にて//

翡橋英吉 1 11• 2 1 1, 11木 ガダルカナルにて//

服部幹夫 I11. 23 ,, 16. 12木戦死

吉沢英和 1 12. 8 /／ 17日 軍隊にて日動車事故死
! 

ー伊勢孝志 1. 14 l 11̀  Iプ］ ダ^ルカナルにて戦死18 

加 藤正之 1. 21 1 11 9鍛 ニューギニアにて II

村田 俊 治 5 ・ 29 I 11 16 • 12塑アッツ 島にて玉砕

岩田市衛 6 ・ IO ; 11 16 ・ 3師河北省にて戦死

第3¥戦時下 994



小 林忠雄 6 ・ 11 // 16 • 3建 ニュ ーギニアにて戦病死

中村万平 8 • 2 // 16 • 3油 北支にて//

駒 井逹郎 8 • 2 11 16 • 12図 ニュージョージヤ島にて戦死

原田 新 8 • 7 11 16 • 12油 ラバウル沖にて 1/

伊沢 洋 8 • 13 // 16 • 8油

在校生 ニューギニアにて II

山本惇 9 • 3 II 15塑 湖北省にて II

田沢武 美 10 • 31 11 16 • 3図 入営中病死

松本虎之助 ？ ” 8塑

2年で中退 戦死

松本樽臣 I ？ | II 18鋳

在校生 ガダルカナルにて戦病死

大 塚菊男 ？ 11 18 • 9漆 戦死

鬼沢美談作 ？ ”” ” 
19 市瀬文夫 2 ・ 20 // 14油 ニューギニアにて戦死

甜 水正道 2 ・ 24 11 10日 プラウ‘ノ島にて//

斎 藤種臣 4 • 18 大正15油 ビルマ新聞グラフ編集部長のとき軍属とし

てラングーン市にて戦傷死

太田 章 5 ・ 17 昭和17・ 9日 満州にて戦病死

白井正孝 6・ 7 // 16 ・ 3図

研究生 北満にて//

隈 部孝哉 6 ・ 8 // 19 • 9塑 戦死

加藤 泰 ＝ 6 • 25 11 10塑 ” 
増田正 7 • 6 // 12漆 河南にて戦死

宮 川 禄郎 7 ・ 12 // 16 • 3鋳 南方戦線にて//

久保克彦 7 • 18 // 17 ・ 9図 湖北省にて I/

中 川 勝吉 7 • 18 ” //油 サイバ‘ノ島にて//

大谷 元 7 • 18 // 16 ・ 12油 ” ” 
蒔田 広 7 • 31 11 17・ 9鋳 バシー海峡にて II

太斎春夫 7. 
” 7師 支那にて II

貞広幸 8 • 16 11 16 • 3油 マリアナ島にて//

北原 ± 8 ・ 30 11 14彫金 戦死

伊勢正三 10 • 6 11 15油 湖南省にて戦病死

佐久問 修 10 • 25 11 14油 長崎県にて戦没

川本敏郎 10 • 25 // 16 • 7図1 満州にて戦病死
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尾 田龍馬 11 • 10 // 18 ・ 9油 関東州にて戦病死

片岡 進 11 • 17 ” I1 塑 バシー海峡にて戦死

大島住之助 11 ・ 17 ” 7塑 レイテ品にて戦傷死

吉田二三男 11 • 29 11 13油 満州錦州省にて戦病死

冨田璽昌 12 ・ 2 // 19汎I

学徒出陣 ニューギニアにて戦死

敷島弘美智 12 ・ 9 11 IO師 ビルマにて戦病死

児玉秀 三 ？ 11 18油

学徒出陣 比島方面にて戦死

大塩麟太郎 ？ // 19油

在校生 南方にて戦死

大久保光 暉 ？ 11 16・12 

彫金 戦病死

飯 田正美 ？ // 11彫金 戦没

I 
20 芳 賀準録 2 ・ 2 11 18油

学徒出陣 ルソ｀ノ品にて戦死

桑 原 喜八郎 2 ・ 7 // 19 • 9日 ビルマにて戦偽死

岸田録郎 3 ・ 21 // 16 • 12油 ビルマにて戦死

黒 田正夫 4 • 1 // 16・12図 戦没

川村 滋 4 ・ 5 II 12油 ” 
日翡安 典 4 • 19 11 16 ・ 12油 ルソ、ノ島にて戦死

市 川 卓 郎 4 • 24 11 20図

在校生 戦死

近藤隆定 5 ・ 2 11 18 • 9鋳 ” 
大 倉裕美 5 • 8 11 17・ 9油 ルソン島にて戦死

駒 田芳久 5 ・ 20 11 18 ・ 9油 戦没

産 形 透 5 • 25 // 20建

在校生 1 空製直党弾をうけて死去

中）II m徳 6 ・ 1 II 20図

在校生 マニラにて戦死

松岡俊彦 6 ・ 11 // 15油 湖北省にて戦死

川 崎 雅 6 ・ 15 I/ 10日 戦死

大樅裕史 6 ・ 22 // 20油

在校生 沖細にて戦死

生田目 明 7 • 3 // 14油 レイテ島にて//
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安田 昇 7 ・ 18 // 17 ・ 9木マ リアナ島にて //

岡田弘文 7 ・ 21 II 16 • 12油 ビルマにて戦死

佐藤 孝 7 ・ 25 // 18油

学徒出陣1 ルソ、ノ島にて戦病死

山田 喬 7 ・ 25 // 20日

在校生 比品にて戦死

本 問敏之 7 ・ 27 // 16 ・ 3塑 湖南省にて戦病死

八田辰之助 7 ・ 30 ” 2鍛

本校助教授 戦没

坂 上正秋 8 • 2 I/ 12塑 富山市で被爆し戦死

手島守之助 8 ・ 6 11 14油 広島原爆投下により戦死

正木匝彦 8 ・ 6 ／／ 

” ” 
輿相 武 8 ・ 8 11 15油 ルソ、ノ島にて戦死

木村八太郎 8 ・ 17 // 17 ・ 9鍛 戦死

関口 梢 8 ・ 19 // 18 • 9油 宮古島の野戦病院にて戦病死

篠田 弘 8 • 21 // 10塑 戦没

佐々木四郎 8 ・ 24 // 17 • 9油 ミンダナオ島にて戦死

大橋勘一郎 8 • 24 II 16 • 3油 ” 
岡部敏也 8 ・ 26 // 18 • 9日 外栄古にて戦死

大竹武雄 9 ・ 4 II 18日

学徒出陣1奉天にて戦病死

伊東守正 9 ・ 25 // 18図

学徒出帥 復員後死去

白沢竜 生 10. 2 I " 16. 3油 マレーにて戦病死

原 大輔 11 ・ 29 I 11 14図 似伐軍人佐賀療祖所にて死去

高橋助幹 12 • 5 II ] 7 • 9日 結核で水戸連隊除隊後死去

梶木常正 12 • 26 // 16 ・ 12漆 戦没

（千葉 四郎） 11 13図 満州で終戦、以後消息不明

（北古賀一郎） ” 16 • 3塑 20 • 9満州八達溝収容所に収容され、その

後消息不明

前田美千雄 ？ // 12日 戦没

渡 辺定夫 ？ // 19 ・ 9日 //

生駒武彦 ？ II 19 • 9漆I // 

高 田広喜 ？ ” 8師 | 

” 
宮 ）FL 邦 雄 ？ 11 13師 I ” 
勝 木正明 ？ // 17 ・ 9師I ” 

997 第5節昭和 20年



石 井正夫

21 下 村

川 岸 登

益 田 卯咲

? I/ 20日 1

在校生 I浜松にて勤労動員中艦砲射飽をうけて死去

I 
制 1 1. 31 | 1/ 20. 3illlI横 口にて戦病死

2・13 I 11 11• 9鍛戦没

4 ・ 18 I 11 15rtl1 i 21 • 4 ・ 18「コレラ船」で帰国、久里浜病

I 
院で死去

神子邸 敏 雄

小 倉ホリゾソ

川 瀬 勝蔵

岩田良二

夫

輝

郎

次

賢

策

文

毅

夫

悴

彦

泊

男

信

泰

彦

輔

栄

夫

郎

吉

郎

―
―
―
 

昭
~
光
幸
雄
松
英
宜
節
盟
正
存
邦
国
常
伝
健

兄

城

口

田

沢

沢

沢

久

居

忠

口

田

松

鋒

上

田

川

場

藤

兼

宅

籐

藤

岩

山

土

米

池

柳

多

本

孝

閃

浅

平

永

江

西

黒

木

佐

吉

一

斎

森

近

月年

詳
亡

未

死

日

5 ・ 1 

5 • 10 

3

5

 

2

2

 

．
．
 

l

l

 

1

1

 

// 18漆

! 
学徒出陣台茫で終戦、復員して死去

// 21油 ，
| 

在校生 1 バンコックにて戦病死

// 14塑 戦没

// 16 • 12鋳//

I 
// 7日 戦没

I // 10 // ' // 

I/ 13 /I 

”” 

I

II 

ー

II

汎

I

I

I

2

5

6

 

7
 

4
 

l

l

l

l

 

”

II

II

I
I
I
I
 

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

 

生校

II

在

塑

II

木

塑

塑
ーー

3

7

7

8

 

I
I

I

I

 

ǹ
 

II

I

I

I

I

I

I

I

I

 

” ” 
” ” 
II 13 II 

II 15 II 

// 9図

” 
” 
” 
” 
” 
” 
” 

” 
” 
” 
” 

// 16 • 3塑I ”

// 23木修了I 11 

” 
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石 原親雄 l

芦 田昭 一

栗原 沿

藤田尚 夫

武田 大

石 井嘉之

小野光 重

小柏 太 郎

片 岡茂保

沖坂左那衛

館村治郎

吉 岡辰雄

竹林 進

内

勉

功

添

彦

雄

庄

道

芳

一

村

崎

尾

田

林

関

沢

田

尾

中

梅

小

荒

梅

I
I
I
I
 

｀
 

I
I
I
I
 

2

3

 

1

1

 

I
l
I
l
 

/1 14 /1 |” 

”””  
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〔封

筒

表

消

印

の
申
し
出
に
応
じ
て
「
所
蔵
学
生
制
作
品
に
よ
る
戦
歿
美
術
学
生
作
品
展
」
を

開
い
た
。
こ
の
と
き
展
示
し
た
の
は
四
十
二
名
の
追
作
で
、
出
品
目
録
に
戦
没

者
名
節
を
添
え
て
配
布
し
た
。
外
に
戦
没
学
生
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
企
て
が

な
さ
れ
た
か
、
媒
聞
に
し
て
知
ら
な
い
が
、
最
近
寄
贈
を
受
け
た
遠
藤
建
郎
著

「
汝
等
こ
こ
に
入
る
も
の
一
切
の
望
み
を
乗
て
よ
」
（
平
成
六
年
、
ア
ー
ト
ダ
イ

ジ
ェ
ス
ト

KK)
に
は
著
者
と
同
期
の
五
人
（
藤
島
教
室
）
の
戦
死
の
こ
と
が
触

れ
ら
れ
て
お
り
、
戦
後
五
十
年
を
経
た
今
日
、
こ
の
よ
う
に
友
人
た
ち
の
戦
死

に
つ
い
て
苫
き
記
す
人
も
増
え
て
ゆ
く
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

敗
戦
以
後
、
学
校
の
機
能
が
復
活
す
る
ま
で
の
半
年
余
り
の
間
は
混
沌
た
る

状
態
が
続
い
た
。
教
官
も
生
徒
も
疎
開
先
や
戦
地
か
ら
戻
っ
て
も
住
む
家
が
な

い
と
い
う
例
が
多
か
っ
た
。
左
記
の
二
通
は
こ
の
時
期
に
書
か
れ
た
古
節
（
村

田
湛
氏
蔵
。
前
者
の
書
き
起
こ
し
に
つ
い
て
は
安
田
建

一
氏
に
ご
教
示
胆
い

た
）
で
あ
る
。

昭
和
二
十
年
九
月
――一
日
〕

東
京
都
下
谷
区
上
野
公
固
東
京
美
術
尿
校
村
田
良
策
様

〔封
箇
炭
〕
山
梨
縣
南
都
留
郡
中
野
村
旭
日
丘
安
田
新
三
郎

九

月

一
日

打
啓
新
秋
の
節
愈
々
御
消
旺
の
御
事
と
存
上
候
其
後
は
御
不
沙
汰
を
重

ね
居
候
戦
争
は
遂
に
終
結
と
相
成
候
も
日
本
人
と
し
て
始
め
て
あ
た
へ
ら

れ
た
る
峻
厳
な
る
現
実
に
疸
面
し
山
水
草
木

一
時
に
色
褪
せ
し
お
も
ひ
に
御

座
候
然
し
兜
旨
の
難
有
さ
は
日
を
追
ふ
て
身
に
泌
む
を
お
ほ
へ
候

駆
校
の
無
事
な
り
し
こ
と
御
同
炭
の
否
に
存
候
今
日
よ
り
学
校
に
課
せ

〔糾〕

ら
る
4

使
命
軽
か
ら
す
と
深
く
銘
心
致
候
授
菜
復
元
の
御
順
仙
等
御
多
忙

〔封
筒
裏
〕

上
野
直
昭
先
生

村
田
良
策
先
生

拝
啓
時
下
寒
冷
の
候
先
生
如
何
御
暮
し
被
遊
候
や
御
機
鎌
伺
ひ
申
上
候

定
め
し
万
事
に
益
々
御
不
如
窓
の
中
を
日
々
美
校
の
為
御
精
励
の
御
事
と

遥
察
仕
り
候
が
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
小
生
今
以
て
上
京
の
機
会
を
得
ず
既
に
紀

元
節
を
も
過
ぎ
誠
に
申
諄
け
も
無
之
俵
に
存
じ
深
く
御
詑
び
申
上
候

抜
て
、
小
生
昨
年
中
は
公
私
と
も
に
一
方
な
ら
ぬ
御
高
配
御
懇
情
を
賜
り

誠
に
難
有
御
薦
申
上
候
お
蔭
様
に
て
旧
騰
帰
郷
の
硼
入
院
中
な
り
し
病
児

も
旧
腺
二
十
九
日
に
漸
く
退
院
仕
候
病
院
は
当
村
よ
り
約
一――
里
の
八
日
市

町
に
て
先
年
先
牛
学
徒
御
巡
察
の
勘
た
し
か
御
立
寄
な
さ
れ
し
町
に
御
座
候

そ
の
町
へ
屎
物
不
使
の
為
入
院
中
は

二
、
一―
-H
お
き
に
借
り
物
の
自
轄
車

侍
史

西
田
正
秋

昭
和
二
十

一
年
二
月
十
三
日

之
上

二
六
五

0

生 東
京
都
下
谷
犀
上
野
公
園

至
急
親
展

〔封
筒
表
消
印
不
明
〕

の
極
と
察
致
居
候

小
生
中
旬
頃
に
大
磯
へ
帰
宅
の
筈
に
有
之

先
は
不
取
敢
右
要
々
ま
て
申
上
候
頓
首

西
田

正
秋

九
月
一
日

村
田
良
策
様
研
北

鎌
倉
は

一
方
な
ら
さ
る
御
混
雑
に
て
は
な
き
や
と
遠
察
申
上
居
候

く
御
自
愛
を
願
上
候

東
京
美
術
學
校
内

安
田

村
田
良
策
先

滋
賀
縣
蒲
生
郡
苗
村
大
字
山

新
――一
郎

深

第3卒 戦 時

尚
き
ま
り
次
第
申
上
へ
く
候

下 1000 



に
て
食
料
運
び
を
致
し
申
し
候
が
不
便
労
力
の
為
相
当
困
惑
致
し
候
も
右
の

次
第
に
て
漸
々
一
家
揃
ひ
て
越
年
致
す
事
を
得
申
候

当
地
に
お
け
る
小
生
の
私
生
活
は
病
児
退
院
後
は
日
々
山
の
薪
採
取
、
薪

割
り
、
柴
取
り
、
畑
の
手
入
れ
等
か
ら
冬
の
食
料
と
し
て
の
大
根
干
し
や
乾

燥
野
菜
の
作
成
等
全
く
盟
村
人
と
し
て
の
労
働
を
な
し
、
雨
雪
の
日
は
僅
か

に
残
り
し
被
服
の
ボ
ロ
修
理
等
を
な
し
を
り
候

小
生
は
過
去
二
十
数
年
来
全
く
自
己
の
研
究
に
の
み
没
頭
し
て
全
然
家
事

を
省
ず
自
分
の
飯
茶
碗
の
置
場
所
さ
へ
知
ら
ぬ
有
様
に
て
生
活
致
し
参
り
候

間
今
回
は
贖
罪
の
つ
も
り
に
て
下
男
下
女
の
如
く
家
庭
奉
仕
を
仕
り
を
り
候

右
の
状
態
に
て
小
生
と
し
て
は
別
段
の
不
満
も
な
く
生
活
は
致
し
を
り
候

へ
ど
も
扱
か
4

る
有
様
に
て
は
研
究
も
全
然
出
来
ず
美
校
奉
職
の
儀
も
通
ら

ず
何
と
か
早
く
出
京
し
て
及
ば
す
な
が
ら
も
こ
の
苦
し
き
時
代
の
為
に
微
力

を
盤
し
度
と
存
じ
候
へ
ど
も
上
京
後
の
衣
食
住
に
つ
き
何
と
も
方
法
立
た
ず

困
惑
致
し
を
る
次
第
に
御
座
候
諸
事
多
端
の
際
自
分
の
事
の
み
申
上
げ
誠

に
恐
縮
至
極
に
存
じ
候
へ
ど
も
以
下
少
し
く
そ
の
事
愉
申
上
候
間

一
通
り
御

高
宜
の
上
御
賢
察
御
高
教
を
賜
り
度
只
管
懇
願
致
す
次
第
に
御
座
候

①
昨
年
秋
よ
り
冬
ま
で
上
京
中
は
美
校
図
案
科
出
身
の
伊
藤
守
正
君
と
そ
の

両
親
の
同
情
に
て
同
君
宅
に
瑕
住
致
し
全
く
家
人
同
様
の
親
切
を
受
け
日
々

勉
強
も
出
来
、
こ
の
分
な
ら
ば
過
去
の
研
究
の
継
続
は
断
念
す
べ
き
も
の
多

き
も
亦
新
し
く
研
究
も
可
能
か
と
聯
か
希
望
を
い
だ
き
得
る
程
度
に
相
成
候

も
同
君
宅
は
全
く
応
急
臨
時
の
仮
寓
に
て
又
今
年
も
引
続
き
頼
む
と
云
ふ
市

は
到
底
出
来
ざ
る
事
情
も
有
之
、
上
京
中
の
住
居
を
失
ひ
し
次
第
に
候

②
先
般
上
京
中
も
都
内
、
近
縣
等
に
そ
れ
人
＼
依
頼
探
索
致
し
候
も
な
か

／
＼
適
当
の
処
は
見
当
ら
ず
候

③
当
地
へ
帰
り
し
後
も
知
人
等
に
問
合
せ
種
々
手
を
つ
く
し
候
へ
ど
も
や
は

り
無
之
候

④
従
来
得
た
る
処
に
て
は
下
宿
は
一
人
三
食
つ
き
に
て
一
ヶ
月
七
、
八
十
円

よ
り
二
百
円
ま
で
位
、
大
体
百
五
十
円
位
に
て
、
そ
れ
で
も
買
出
し
の
手
他

ひ
を
致
し
た
り
不
足
の
分
を
自
ら
工
夫
し
て
手
に
入
れ
る
等
日
々
そ
の
事
に

身
心
を
労
す
る
模
様
に
候

R
外
食
に
て
は
足
り
ず
且
非
常
に
粗
悪
、
不
便
等
の
場
合
も
有
之
候

⑨
自
炊
と
云
ふ
方
法
も
有
之
、
現
に
昨
年
一
月
か
ら
四
月
ま
で
は
小
生
も
自

炊
致
し
候
も
こ
れ
は
未
だ
自
宅
あ
り
し
頃
に
て
唯
今
に
て
は
自
炊
の
道
具
等

も
一
切
無
之
候
七
月
一
杯
は
美
校
に
て
自
炊
致
し
候
も
こ
れ
は
戦
争
中
の

辛
棒
に
て
飯
愈

―
つ
だ
け
の
無
理
を
通
せ
し
も
こ
の
様
な
れ
に
て
永
続
致
す

わ
け
も
無
之
候

⑦
学
生
等
は
全
然
火
の
気
も
な
き
下
宿
に
て
冬
を
通
す
者
も
多
か
ら
ん
と
存

じ
候
へ
ど
も
小
生
も
咋
年
は
何
と
か
頑
張
り
申
候
へ
ど
も
今
回
は
、
目
下
こ

の
家
に
て
ほ
そ
人
＼
な
が
ら
満
足
に
食
事
も
と
り
、
火
に
も
あ
た
り
暮
し
を

る
者
が

二
百
円
出
し
て
空
腹
を
し
の
び
な
が
ら
買
出
し
に
行
き
、
火
の
気
な

き
部
屋
に
て
冬
を
過
す
と
云
ふ
事
は
小
生
の
目
下
の
健
康
状
態
と
年
齢
に
て

は
出
来
難
く
存
じ
申
候

⑧
衣
料
に
関
し
て
は
や
っ
と
冬
を
し
の
ぐ
だ
け
の
夜
具
蒲
園
と
冬
服
と
を
確

保
仕
り
候
も
こ
れ
を
送
る
に
相
当
の
日
時
を
要
す
べ
く
美
校
に
一
先
づ
送
り

闘
く
と
し
て
も
そ
れ
か
ら
又
先
、
行
く
先
へ
移
動
せ
し
む
る
事
が
出
来
る
処

と
出
来
難
き
処
と
有
之
べ
く
候

R
大
体
以
上
の
如
く
に
て
一
日
や

二
日
、

一
週
間
位
ま
で
な
ら
ば
美
校
の
中

に
寝
起
き
し
て
も
或
は
知
人
、
学
生
の
部
屋
に
同
居
し
て
も
何
と
か
相
成
候

1001 第 5節 昭和 20年



⑬
や
が

て
春
に
も
な
ら
ば
衣
住
の
問
題
も
多
少
は
楽
に
な
り
火
の
気
な
く
と

候 へ
ど
も
落
つ
い
て
こ
の
冬
を
越
す
と
云
ふ
住
居
が
見
当
ら
ぬ
次
第
に
御
座
候

⑩
お
ま
け
に
当
村
は
京
阪
方
面
か
ら
の
閤
屋
の
買
出
し
先
に
当
り
諸
物
債
は

東
京
よ
り
も
高
く
当
地
の
生
活
費
も
全
く
東
京
と
同
じ
程
度
に
か

4

り
候

閤
、
小
生
が
上
京
し
て
入
費
が
嵩
め
ば
結
局
西
田
家
没
落
の
加
速
度
は
倍
加

す
る
わ
け
に
候

⑪
倍
加
し
て
も
こ
の
際
上
京
し
て
美
校
で
慎
に
お
役
に
立
つ
て
散
る
の
な
ら

ば
最
早
あ
き
ら
め
申
す
べ
く
候
へ
ど
も
折
角
上
京
し
て
も
唯
々
経
府
の
み
か

4

り
て
ろ
く
な
勉
強
も
出
来
ず
生
徒
も
ろ
く
に
出
て
参
ら
ず
思
ふ
様
な
購
義

も
出
来
ず
そ
の
上
日
々
空
版
と
疲
労
と
買
出
し
に
困
惑
す
る
だ
け
な
ら
ば
何

の
目
的
あ
っ
て
、
効
果
あ
っ
て
上
京
す
る
の
か
全
く
意
味
な
き
事
と
存
じ
候

⑫
決
し
て
贅
澤
で
は
な
く
最
少
限
度
の
意
味
に
て
適
当
な
宿
が
見
つ
か
れ
ば

小
生
は
勇
ん
で
上
京
し
て
た
と
へ
西
田
家
は
没
落
し
て
も
最
後
ま
で
御
奉
公

致
し
て
散
ら
ん
と
存
じ
候
へ
ど
も
目
下
の
状
態
に
て
は
そ
れ
さ
へ
不
可
能
に

昭和20年復員 ・登校した中野蒋氏

（同氏提供）

も
美
校
の
解
剖
標
本
室
に
寝
起
き
し
て
も
何
と
か
や
れ
る
か
と
も
存
じ
候
へ

ど
も
こ
の
冬
の
間
は
よ
き
宿
の
報
知
に
接
せ
ざ
る
限
り
無
謀
の
上
京
は
ど
う

し
て
も
出
来
申
さ
ず
候

⑭
然
し
な
が
ら
美
校
と
し
て
は
休
校
休
暇
の
済
み
た
る
今
日
た
と
へ
佃
少
に

て
も
学
生
の
出
校
を
見
、
そ
の
上
校
長
先
生
、
村
田
先
生
等
も
日
々
御
出
勤

、、

相
成
を
る
に
小
生
が
ベ
ン
／
＼
と
し
て
郷
里
に
引
籠
り
を
る
事
は
実
に
つ
ら

く
、
又
官
吏
、
職
員
と
し
て
も
許
す
べ
か
ら
ざ
る
事
と
存
せ
ら
れ
候

⑮
そ
れ
な
ら
上
京
し
た
ら
よ
い
で
は
な
い
か
、
上
京
し
て
も
家
が
な
い
、
食

が
な
い
、
あ
っ
て
も
非
常
な
カ
ネ
が
か
4

る
、
だ
か
ら
上
京
は
出
来
な
い
。

『
出
来
な
い
な
ら
ば
や
め
る
よ
り
外
な
い
』

小
生
も
長
年
何
と
か
心
清
き
美
術
の
学
府
に
し
た
い
も
の
、
な
り
た
い
も

の
と
切
望
熱
願
し
て
隠
忍
勤
め
て
来
た
美
校
で
も
あ
り
や
っ
と
上
野
先
生
村

田
先
生
の
御
高
教
で
今
日
ま
で
こ
ぎ
つ
け
て
来
た
者
に
候
間
下
宿
が
な
い
と

か
下
宿
代
が
高
い
な
ど
4

云
ふ
ク
ダ
ラ
ヌ
問
題
で
美
校
を
や
め
る
等
と
は
実

に
残
念
至
極
で
あ
り
又
相
す
ま
ぬ
俄
に
存
じ
候
も
ど
う
し
て
も
上
京
の
好
機

が
な
け
れ
ば
退
官
し
て
暫
く
農
村
人
と
し
て
生
活
し
又
研
究
の
出
来
る
様
な

時
ま
で
隠
忍
致
す
よ
り
外
も
無
之
と
存
じ
候
が
如
何
な
も
の
に
御
座
候
や

⑯
若
し
然
ら
ば
辞
職
顧
に
は
『
家
事
の
都
合
に
よ
り
』
等
と
云
ふ
従
来
の
文

句
に
よ
ら
ず
『
戦
災
の
為
』
と
明
記
致
し
度
と
存
じ
候
が
こ
れ
又
如
何
に
御

座
候
や
村
田
先
生
か
ら
で
も
一

言
御
高
示
賜
り
度
御
願
申
上
候

⑰
唯
今
も
一
通
返
事
来
り
、
ど
う
し
て
も
な
け
れ
ば
自
分
の
処
へ
で
も
と
り

敢
へ
ず
来
い
と
申
し
来
り
し
者
有
之
候
も
下
宿
六
腔
の
同
居
に
て
、
そ
の
本

人
が
許
し
て
く
れ
て
も
、
そ
こ
に
ゐ
て
そ
れ
か
ら
探
す
事
の
困
難
を
思
へ
ば

（
既
に
昨
年
伊
藤
君
宅
に
て
経
験
ず
み
）
到
底
簡
単
に
行
く
気
に
も
な
れ
申
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⑱
ク
ラ
ブ

の
学
生
は
如
何
致
し
を
り
候
や
何
と
か
や
り
を
り
候
や

ら
く
な
ら
ば
あ
の
仲
間
に
入
り
て
も
よ
ろ
し
く
と
存
じ
候
へ
ど
も
、
こ
れ
も

応
急
に
て
、
こ
れ
か
ら
先
永
く
や
れ
る
も
の
に
て
は
無
之
候
あ
の
連
中
と

寝
食
を
共
に
す
れ
ば
、
監
督
に
も
な
り
美
校
と
し
て
も
好
都
合
か
も
知
れ
申

さ
ず
候
へ
ど
も
そ
れ
は
戦
時
中
な
ら
ば
と
も
角
、
研
究
し
た
い
、
勉
強
し
た

い
と
思
ひ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
今
後
国
家
へ
奉
仕
し
た
い
と
念
ず
る
者
は
到
底

監
督
は
全
然
身
を
犠
牲
に
し
て
世
話
し
て
や
ら
ね
ば
妓
果

巡
察
の
際
学
生
が
比
較
的
よ
く
云
ふ
事
を
閲
き
愉
快
に
や
れ
し
も
、
小
生

が
全
く
寝
食
を
共
に
し
て
勤
労
せ
し
為
に
て
小
生
は
戦
時
中
授
業
停
止
、
従

つ
て
研
究
も
不
能
と
な
り
し
為
、
覚
悟
を
き
め
て
や
り
し
為
に
候
士
官
待

遇
で
士
官
室
で
食
事
し
哀
起
き
し
を
り
て
は
学
生
は
つ
い
て
は
参
ら
ず
候

美
校
の
宿
直
室
を
お
借
り
せ
ざ
り
し
理
由
も
「
宿
直
室
を
借
り
る
位
な
ら
学

生
の
世
話
を
す
る
」
「
学
生
の
世
話
を
す
る
位
な
ら
研
究
を
犠
牲
に
し
て
世

話
を
す
る
」
「
研
究
し
た
け
れ
ば
、
た

ゞ
宿
直
室
に
は
い
り
こ
む
」
等
と
云

ふ
事
は
し
な
い
、
と

の
意
に
候
ひ
き

⑲
事
務
官
が
物
色
さ
れ
を
り
し
学
校
職
員
の
寮
の
如
き
も
の
は
如
何
相
成
候

や
若
し
そ
れ
が
出
来
居
れ
ば
勿
論
そ
れ
に
て
よ
ろ
し
く
候
間
御
一
報
賜
り

貶
く
早
速
そ
の
方
へ
お
願
ひ
申
上
度
候

⑳
特
に
御
呼
び
出
し
必
要
の
節
は
至
急
公
用
に
つ
き
出
校
せ
よ
と

の
命
令
害

出
来
ま
じ
く
候

無
し
と
存
じ
申
候

さ
ず
候

ギ
{．，・

し

西

田

正

又
は
電
報
等
頂
戴
致
し
度
、
そ
の
証
明
が
あ
れ
ば
或
は
幾
分
切
符
が
買
ひ
や

す
き
か
と
存
じ
申
候

＠
冬
休
み
が
も
う
き
れ
て
、
当
然
二
月

一
日
か
ら
上
京
出
校
す
べ
き
に
き
ま

り
を
る
に
今
更
御
呼
び
出
し
を
願
ふ
等
実
に
失
證
千
万
と
は
存
じ
候
へ
ど
も

以
上
の
諸
項
御
賓
察
の
上
何
分
の
御
高
教
を
賜
り
度
御
願
申
上
候

乍
筆
末
両
先
生
並
び
に
御
家
族
皆
様
の
御
健
勝
切
に
奉
願
候
敬
白

昭
和
二
十

一
年
二
月
十
三
日

秋

村
田
先
生
御
拍
了
後
校
長
先
生
へ
こ
の
拙
書
御
提
示
下
さ
る
か
御
話
し

被
下
る
か
何
卒
よ
ろ
し
く
御
願
申
上
候

⑩

焼

失

作

品

本
校
自
体
は
殆
ど
戦
災
に
巡
わ
な
か
っ
た
が
、
戦
時
中
に
文
即
収
蔵
品
中
、

文
相
官
邸
等
に
貸
し
出
し
て
あ
っ
た
左
記
の
作
品
が
焼
失
し
た
。

昭
和
二
十
年
四
月
二
十
五
日
文
相
官
邸
に
て
焼
失

雨
中
の
七
ー
ヌ
河
小
林
万
吾
節

群
集
（
リ

ュク

サ
ン
プ
ー
ル
公
園
）
湯
浅
一
郎
筆

高
原
の
雪
解
く
る
辻
永
（
第
六
回
新
文
展
政
府
買
上
品
）

あ

ふ

ぎ

長

谷
川
昇
（
同
）

同
年
五
月
二
十
四
日
文
部
大
臣
官
舎
に
貸
し
出
し
中
戦
災
に
よ
り
焼
失

華
厳
湿
之
図

山
本
芳
翠
罰

叩京の
静
山
本
森
之
助
招

雑

草

柴

崎

恒
信
筆

エ
ル
ベ
河
の
雨
矢
崎
千
代
二
笥
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